
平成 25 年 1月新春発行 第３５０号  

 

 

 

 

 

  あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。 

           湯之谷商工会 魚沼市吉田 1148 TEL792-1511 

今年は・・・ 

巳年！ 

先月６日魚沼市役所湯之谷庁舎において、湯之谷駐在所開所式が行われま

した。式典には、小出警察署長、副市長、皆川県議はじめ多数の方が出席するな

か、駐在所に勤務する南雲保さんから感謝の挨拶がありました。今回移転と

いうことで南雲さんにお話をきいてきました。 

南雲さんは、六日町にお住まいで大湯の駐在所に平成２２年の３月に来ら

れてただいま３年目、その前は湯沢で高速道路交通警察隊に勤務しておられ

たそうです。 

今回駐在所が移転するにあたっての思い出を尋ねたところ、「大湯温泉のお 

風呂で住民の方々と日々の交流がとても思い出に残っています。警察官としてのやりがいは地域住民との触れ合い・

交流を深めることであり、お風呂は大変役に立ちました。仕事で苦労したことは、年中昼夜問わず事故・事件があれば

出動しなければならず、お酒も控  えなければいけないことですかね（笑）」とお話してくれました。 

   大湯駐在所の歴史は昭和２９年から始まり、南雲さ

んでなんと３０人目！！長い歴史がありました。 

最後にこの３月に定年退職される南雲さんから

「大湯の方々には大変お世話になりした。近くに寄っ

た際は顔をだしてください。芋川地区の方は短い間

ですがよろしくお願いします」とおっしゃっていまし

た。皆様、よろしくお願いします。 

新年のご挨拶 

「地産地消・そして魚沼ブランド 
全国発信を目指して！」 

湯之谷商工会長 内田幹夫 
 

新年 明けましておめでとうございます。 

 年頭にあたり会員の皆様をはじめ、役員各位ならびに関

係各位の皆様に本会の活動への格別のご理解、ご協力を

いただいておりますことに心より御礼申し上げます。 

昨年１２月からの降雪は、例年にない大雪となって、新

年を迎えることとなりました。 

さて、長引く不況下の中にあって、進まぬ震災復興や経

済対策でありますが、「１．金融政策、２．財政政策、３．成

長戦略」の 3 本の矢で経済を成長させたいと安倍総裁が

訴え圧勝した自民党。なんとか「地方末端まで届く経済政

策の実現を」と願うものであります。 

本年、商工会では、地域の活性化を目的に「農商工連

携」による魚沼ブランドを育む事業として、事業者や市内６

商工会、行政と連携し「魚沼を売る」商品として「おらほの

ごっつお・カタログ」販売事業を予定しております。 

「魚沼」というブランド名は全国区です。米だけではなく、

魚沼には素晴しい食材、加工する技術、保存する技術が

沢山あります。 

冠婚葬祭の引出物、お歳暮、お中元、魚沼のお土産な

どに使っていただける内容のものとして販売に向けて 

検討を進めております。 

本年も会員の皆様と地域の皆様により一層貢献できる

商工会活動を目指し、皆様の期待に応えられるよう努力

してまいります。 

 本年が皆様方にとって更なる発展の年となりますようご

祈念申し上げまして新年の挨拶とさせていただきます。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
貝瀬康敬さん 

（井口新田） 
昭和５２年 

５月２６日生 

 

井口小学校 5年生の舜斗君にお聞きしました。 

2 学年ちがいのお兄ちゃんの敏規さんが在学して

いたこともあって入学から井口小学校の通学には

抵抗感がなかった舜斗くん。学校の勉強は｢実験が

おもしろいから｣と好きな教科は理科。又、｢英語

は楽しいよ｣と週 1 回英語教室にも保育園の年長

のころから通っているそうです。 

昨年は夏休みにお兄ちゃんと魚沼伝習館さんの

体験活動の粟島で 3 泊 4 日のキャンプに参加。海

で遊んだり、釣りをしたりと、とても楽しい思い

出ができたそうです。4月から 6年生、1泊の修学

旅行も楽しみとのことです。 

冬は 3 年生からお兄ちゃんと湯之谷 JRC（ジュ

ニアレーシングチーム）に所属し、平日はナイタ

ーで練習。夏はトレーニングを兼ねて陸上教室で

足腰を鍛えています。これから行われる 10 回ほど

のレーシングスキー大会で 10 位以内が目標と話

してくれました。舜斗君も敏規さんも頑張って下

さい。 

桜井舜斗
しゅんと

くん 

（大湯温泉） 

Ｈ１３年６月１日生 

 

｢我家は父と亡くなったおじいさんと私が巳年

ですよ。｣と親子 3 代が巳年という富永さんは 3

人の弟さんがいらっしゃいます。 

高校卒業後、地元に就職し 1ヶ月間、県外研修

で家を留守にした以外は湯之谷を離れたことが

ないそうです。2人の弟さんは共に自衛官となら

れたので家業の温泉旅館を手伝ってもいいかな

と思案中です。 

昨年は 5月から JR 只見線に“だんだんどーも”

と称して小出駅と只見駅間で観光車掌を勤め、緑

色のハッピ姿で沿線の観光や写真スポットを案

内。途中、7月の集中豪雨で不通となったため中

断となり残念だったそうです。中断の間は観光協

会さんでホームページの更新等に従事。慣れずに

大変な思いもされたそうですが、小出―大白川間

開通70周年記念にあたり11月に再度只見線に観

光車掌を勤め、紅葉の景色をお客様と楽しまれた

そうです。又、ドライブとロックバンドが好きで

2 泊かけて秋田のライブ会場まで友達と車で行

ってきたことも昨年の楽しい思い出とのこと。 

今後は｢高校の修学旅行で楽しかった沖縄には

もう一度、県外の行ったことのない所へも行って

みたい｣と話して下さいました。 

富永知佳子さん 

（下折立） 

Ｈ元年５月２２日生 

 

青年部の総会・花いっぱい担当委員長をして頑張っていただいている康敬さん。 

学校を卒業後、県内や東京で働いていましたが２５歳の時に帰郷され家業のファミリー

食堂 蘭奈さんを手伝いながら調理師免許を取得したそうです。 

康敬さんはお店のブログで日替わりランチの写真とそのメニューについて栄養成分など

のワンポイントを付けてアップされていています。 

康敬さんの趣味は、音楽活動です。昔、バンド活動をしていたこともあり、最近また

仲の良い友人らと始められたそうです。月に 1 回集まってみんなで合せるが楽しいそう

です。ドラム担当するかたわら、鍛えた肉体は、本業の調理に生かされているとか。 

「昨年は、風邪など医者に通うことが多かったので、今年は規則正しい生活を心掛けて

いきます。また、調理などでお客様に待たす時間を少なくなるよう効率をさらに上げる

よう努力します」とお話されました。 

 



 

 

 

 

 

  

佐藤裕子さん 

（宇津野） 

Ｓ４０年４月１２日生 

「私なんかでいいのでしょうか・・。」と、とて

も遠慮がちに取材を引き受けて下さった裕子さん。 

 東京で職場結婚されたご主人と湯之谷へＵター

ンされたのは２０年前。男の子二人を授かり、現在

はご両親と夫、そして高校一年生の次男と暮らして

います。長男は新潟市の専門学校へ通っているそう

です。 

「昨年一年はあっという間でした。」と語る裕子

さん。次男が高校一年生になり、送迎に明け暮れる

日々なのだとか・・。野球部に入り、毎日朝早くか

ら夜遅くまで練習を頑張る次男を裕子さんは愛情

たっぷりのお弁当や食事で応援！お母さんって偉

大ですよね。 

お子さんのことを話す裕子さんの表情はとても

嬉しそうで、充実した生活を送っている証しです

ね。 

「今年も頑張ります！」と次男とのドタバタな生

活を楽しむ気満々でした。 

星 澄子さん 

（宇津野） 

Ｓ２８年８月１６日生 

最近嬉しかったのは近所の２組のご夫婦と一緒

出掛けたホテルオカベの“望年会”で自分はヘルス

メーター、ご主人は遠赤外線ストーブがあたったこ

と。「でも、これで運を使い果たしちゃったから年

末ジャンボはだめかしら」と話していただいた澄子

さん。 

 高校を卒業後、東京の大学で学ばれた後に郷土愛

で湯之谷に戻ってこられ、南山荘の栄養士として働

かれていました。退職してからは家の畑を少しずつ

始められ、草を取った成果が目に見えるのが楽しい

から「草取りをするのも楽しいの」。ご主人が定年

退職されてからは「畑は主人に譲って専ら収穫物担

当（調理）になっちゃったわ」と素敵な笑顔。 

 これといって決まった趣味はないけれど広く

色々なことに挑戦する事と時々山に登ることを楽

しみに日々過ごしていらっしゃるとお話して下さ

いました。 

大平マサエさん 

（井口新田） 

Ｓ１６年８月１０日生 

ご夫婦で仲良くクリーニング店を営むマサエさん。 

クリーニング店を開業したのは昭和３９年。 

一男一女の子宝にも恵まれ、仕事に家事に育児にと無

我夢中で働いてきたそうで、開業して来年で５０年目

になります。アイロン担当はご主人、配達担当はマサ

エさん。夫婦二人三脚で歩んでこられました。地元は

もとより市内にお客様も多数おられるそうで、きめ細

かい仕事とサービスの賜物なのでしょうね。 

そんなマサエさんの今一番の楽しみは、お孫さんに

会う事だそうです。新潟市に住んでいるお孫さんとは

なかなか会えないのですが、お正月には会えるそうで

かわいいお孫さんのことを嬉しそうに話して下さい

ました。 

 「今年も夫婦仲良く、元気に一年を過ごしたいで

す。」と語るマサエさん。夫婦二人、元気が一番です

ものね。 

星スミヰさん 

（大沢） 

Ｓ４年１０月２０日生 

開口一番『私は大病をしたことがなくもちろん入

院もしたことがないほど健康な体が自慢です。』 

ゲートボールが大好きで、１級の審判員やゲートボ

ールにかかわる資格はほとんどお持ちだそうです。

また、認知症防止のため毎月２冊購入する「ナンク

ロ」を楽しんでいます。 

「５０過ぎに誘われて始めた登山の中でも北アル

プスの剣岳からのご来光が今でも忘れらんねの。北

海道から沖縄まで日本各地の観光地を巡る旅行が

できるのも健康な体お陰だて。今年も一年、趣味も

健康も現状維持ができればいいの。」と孫６人、ひ

孫４人に恵まれ、コタツから出てきた猫を抱きなが

らお話され、ますます元気で年齢を感じさせない星

さんでした。 



 

   

 

１２月４日、地域振興センター２階中会議

室において、市役所健康増進室の高橋保健師

さんと鈴木保健師さんを講師にお迎えし、

「乳がん自己触診法」について学びました。 

乳がんは女性に一番多いがんで、日本人女

性の１６人に１人くらいが生涯でかかる危

険があるといわれています。 

 

労働保険料第３期分の口座振替は 

１月３１日（木）です。 

事前に納入通知書をお送りいたしま

すので、残高確認と合わせてよろしくお

願いいたします。 

しかし、早期に発見することにより９０％以上は治

る疾患でもあります。 

４０～５０歳代をピークに発症や死亡が増加傾

向にあり、家庭でも仕事でも重要な時期に罹りやす

いそうです。 

普段からの自己触診とがん検診の大切さを再認

識する機会になりました。 

12 月 5 日(水)Ｊ－ＬＯＶＥさんで忘年会を開きまし

た！！ 

忘年会前に来年の「雪まつり」について意見交換と新

入部員の報告を行いました。「雪まつり」について真剣に

話し合って乾杯が予定よりも 20 分も過ぎてしまうほど

に！！ 乾杯後も来年度の活動改善点などで部員同士

盛り上がりました。来年も様々な活動でがんばっていき

たいと思います。 

 

◎個人事業主の皆さまへ 

確定申告のご準備は進んでいますか◎ 
 

年末調整と源泉税納付は既にお済みのことと思

います。 

給与支払報告書（市町村）と法定調書合計表（税

務署）は１月３１日（木）が提出期限となってお

ります。 

確定申告は事業所の 1 年間の総決算で２月１５

日（金）から受付が始まります。収入・支出漏れ

がないよう確認しましょう。 

減価償却などわからない事がありましたら遠慮

なく商工会までお電話ください。商工会で申告の

お手伝いをさせていただいている事業所の方は、

早めのお越しをお待ちしております。 


